
 
 
 

 
森正、３年ぶり２回目の、日本選手権制覇！ 

カーフマンジャパン２００６チャンピオンシップ兼第７回日本デュアスロン選手権は、３月１１日（日）伊

豆修善寺の日本サイクルスポーツセンター内５ｋｍサーキットコースで行われた。 
１周２ｋｍを５周回する第１ラン。先頭グループを引っ張っ

たのは中田崇志（関 RC/アミノバイタル/phiten）。 
積極的な走りで、じりじりと後続に差をつける。後続の集団

は周回を重ねるたびに人数が減っていき、最後は昨年の覇

者・深浦祐哉（ハリアーズ/BODY TUNE/FELT/SUNNY）、

昨年の年間ランキング１位・森正（宮川医療少年院デュアス

ロンクラブ）、飯干守道（ウイングスＴＣ）、山本良介（トヨ

タ車体）の４人に。１昨年の覇者・高橋泰夫（TeamCW-X
タカイワ染工/アミーゴ倉敷）は第１ランで集団から１分遅

れる苦しい展開に。結局中田は１５秒の差をつけて単独でバイクスタート。ついで４名が集団でこれを追っ

た。 
平地の全くない修善寺の５ｋｍサーキット。真にバイク

の力のある者のみが勝負の第２ランへとコマを進めるこ

とができる。バイクスタート早々、深浦が痛恨のバイク

トラブルで集団から遅れる。一方集団の３人は先頭を行

く中田を吸収して４名に。深浦もなんとかタイムロスを

最小限にとどめ、１周目の最後の上りで集団に追いつき、

先頭集団は５名でレースが進む。第１ランで１分の遅れ

をとった高橋泰夫は単独で集団を追うがなかなか届かな

い。それでも高橋は徐々にではあるが確実に差をつめ、３周目の後半、

ついに先頭集団に追いつき集団は６名に。５周目入ると今度は山本良

介がアタックをかけ逃げを図る。ランナー系の選手が多い他の５名は

牽制しあってか、山本を積極的に追う者はいない。 
山本と後続の差は徐々に広がっていくなかで、６周目、苦しそうな走

りだった飯干の足が痙攣、この時点で優勝争いから脱落した。残り２

周、集団のペースも徐々にあがり、山本との差が広がるのが止まる。

結局山本は４０ｋｍのバイク終了時点で４５秒のアドバンテージで第

２ランへ。後続の選手も次々にバイクフィニッシュするも、この時点

で、中田、深浦、高橋には相当な疲労の色が見える。それとは対照的

だったのは２年連続２位に甘んじてきた森正。強い意志と力強い走り

で山本を追う。一方の山本も自分のペースを維持するものの、さすが

に疲労の色は隠せない。第２ランのほぼ中間地点、大勢のギャラリー

の目前でついに森が山本をかわす。その後も切れのある走りを見せた

森がデュアスリートの意地を見せ、自身３年ぶり２回目の日本選手権

のタイトルを手中に収めた。２位には粘りのある走りをした山本良介が、３位には昨年優勝の深浦が入賞し

た。 



一方、参加者６名と寂しい選考会になった女子は、昨年準優勝の沢田愛里（JR
北海道）が終始独走。全く他を寄せ付けない強さで圧勝。嬉しい初優勝とな

った。 
 
 
 
 
また、表彰式ではカーフマン年間ポイントランキングも表彰。 
注目の男子は、最終戦の優勝で森が大きくポイントを伸ばしたが、３位に踏

みとどまった深浦がなんと僅か４ポイント差で年間優勝を飾り、副賞の高級

自転車、FELT F１を獲得した。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

【ポイントランキング最終結果・男子】 

順位 氏名 

近畿 

(0.52)

東海 

(0.84) 

北関東 

(0.36) 

南関東

(0.93)

九州

(0.17)

CC

（0.95）

合計 

ポイント

1 深浦 祐哉   184 136 193  140 653 

2 森 正 152 147   116  234 649 

3 高橋 泰夫 （15） 55   154 117 94 365 

4 飯干 守道 122 74     94 35 325 

5 山本 良介   92      187 279 

6 篠崎 友     68 97  70 235 

【ポイントランキング最終結果・女子】 

順位 氏名 近畿

東海 

(0.25) 

北関東 

(0.63) 

南関東

(0.71) 九州

CC

（0.42）

合計 

ポイント

1 沢田 愛里   125   103  170 398 

2 菊池 日出子     163 171   334 

3 渡辺 亜希子     130 167   297 

4 篠崎 奈緒子     98    102 200 

5 齋藤 磨実       51  136 187 

6 大河内 智未     82 68   150 

 

   

 

 
 

 


